
（一社）　more trees

（特非）　時ノ寿の森クラブ

単一的な針葉樹人工林を多様な針広混交林
や広葉樹林に再生するための知識・技術の
普及と人材育成

森林・里山を社会財として「シェア」し、持
続可能な森林保全を目指す

 北海道、高知県、鳥取県ほか

 静岡県

知識の提供・普及啓発
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実　践
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2年目

活動地域

活動地域

活動内容と成果
●宮崎県諸塚村において勉強会及び現場視察会を実
施、さらに有識者を講師に招いた技術研修会を実施

●岩手県住田町及び熊本県小国町の森林・林業関係者
を対象としたオンライン勉強会をそれぞれ実施

●北海道美幌町にて北海道大学・吉田教授の立ち会い
のもと生育調査を実施

●北海道美幌町、高知県梼原町、鳥取県智頭町、長野県
小諸市にて計6.72ha、11,720本の植林を実施

●宮崎県諸塚村にて1.2haの除伐を実施 
●高知県梼原町、鳥取県智頭町、長野県小諸市にて植樹
イベントを実施

活動内容と成果
● 対象森林の持続可能な保全管理の体制づくりの一
つとして、企業とのパートナーシップを2件結ぶこ
とができた。今後の実効性のある保全活動の連携
と利活用について協定を交わした
● 新型コロナウイルス禍であったが、子どもたちの
自然体験の機会を奪わぬよう、感染対策をし、体験
プログラムの運営を行った。その結果、森のようち
えんは登録園児が2019年度13人（1コース）
→2020年度37人（2コース）となり、多くの子ども
たちに森林体験の提供と保護者への森林保全活動
の啓蒙啓発を行うことができた

課　題
戦後に拡大したスギやヒノキなど針葉樹による単一的
な人工林には、アクセスの悪さや経済面から手入れ不
足の森林も多く、保水力などの森林が持つ機能の低下
を招いている。

目　標
針広混交林や広葉樹に関する知識と技術を全国的に普
及させ、適切な間伐や植林によって針広混交林や広葉
樹林に導き、森林の公益的機能を回復させる。

課　題
間伐等の保全活動により再生しつつある小規模民有林
だが、生産的価値の減少した状態では、今後も所有者に
よる保全管理は難しく、再び荒廃状態に陥る可能性が
高い。

目　標
所有者に代わって永続的に保全管理する仕組みを構築
するとともに、その森林・里山の公益的価値を社会全体
で共有（シェア）する仕組みを整備する。

〒151-0051
東京都渋谷区千駄ヶ谷1-9-11-103
電話：03-5770-3969
E-mail：info@more-trees.org
HP：https://www.more-trees.org/

〒436-0341
静岡県掛川市倉真7021
電話：0537-28-0082
E-mail：info@tokinosunomori.
com
HP：https://tokinosunomori.com/

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス禍で各地へ頻繁
に通うことができず、地域によって
は県外からの来訪を制限している
ケースもあった。

■工夫した点
勉強会は対面ではなくオンライン開
催に切り替えることで、遠隔地かつ
複数地域に対してリモートで実施す
ることができた。

■苦労した点
新型コロナウイルス禍での参加者を
募るプログラムの運営。参加者の不
安を可能な限り減らし、納得した上
で参加してもらえる仕組みづくり。

■工夫した点
森林ボランティア体験の募集が難し
い中、すでに関わりのある森のよう
ちえんの参加親子へ呼びかけ、参加
に結びつけることができた。

活動地域をさらに広げ、勉強会や研修会を国内複数か所で開催し、目的と意義を共
有したうえで広葉樹の知識と技術の普及を図る。また並行して植林活動も引き続
き各地で展開していく。

パートナーシップを結んだ企業と持続可能な関係性の構築を進めたい。
体験プログラム参加家族に対し、森林里山の新たな利活用のきっかけを提供し、森
との関わりをより深めてもらえるよう促したい。

今後の
展望
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オンライン勉強会の様子オンライン勉強会の様子

森のようちえん親子体験の様子森のようちえん親子体験の様子

植林作業の様子（北海道美幌町） 植林作業の様子（北海道美幌町） 

森林ボランティア体験・外来植物森林ボランティア体験・外来植物
の除去作業の除去作業

勉強会・研修会参加者
数 57 人

植林・育林面積 7.92 ha

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 60 ％

森林体験プログラム
延べ参加人数 828 人

参加者リピート率 51.8 ％

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 60 ％


